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牧野富太郎 多良岳植物研究会に参加
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１８６２～１９５７牧野 富太郎

植物分類学者

独学で植物学を修め、各地で行った植物採集の成果を『日本植物図鑑』などにまとめ、

我が国の植物分類学の権威となった。死後、文化勲章を贈られた。

<記帳の和歌について>

この和歌は 『趣味の草木志』啓文社 昭和１３年６月 刊 の巻頭「著者近影」に、

印刷されいる。また、同書所収の随筆「ウキクサ・マコモ」の末尾（ ）にも掲載P59
されている。

（ ウキクサ・マコモ」は『随筆草木志』南光社 昭和１１年 刊 にも収録）「

(『随筆草木志』の巻頭「筆者近影」には、 “朝な夕なに草木を友にすれば淋しい

ひまもない” という和歌が掲載されている ）。

多良岳植物研究会の記録

P95参考文献 『長崎県植物誌』外山三郎 著(昭和５５年)

P38『高来町郷土誌』高来町 編集(昭和６２年)

「長崎日日新聞」昭和１３( )年７月３０日1938
(下に新聞記事の画像があります。)

日 程 ７月２７日～７月２８日

開会式 湯江小学校(参加者は 前泊した模様)

宿 舎 金泉寺

閉会式 黒木分教場(現大村市) ２８日１５：００～１６：００

挨拶 牧野富太郎、外山三郎

参加者 県下小中学校植物研究会員、熊本・福岡・佐賀から 計９０余名

共 催 多良地方植物研究会

長崎県教育会

東彼杵郡教育会

北高来郡教育会

牧野博士談(新聞記事より)

・ナタ折レノキ(轟滝上流に只１本ある)、筑紫石楠、黒木谷のキクタバコ・ヒメヤナ

ギ等 珍しいものが見つかった。

・アヲイヌツゲ、ヒゼンアキグミ、キクバエゾスミレは、今回新たに命名した。
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長崎日日新聞 昭和１３年７月３０日付


